




駐日インドネシア共和国大使によるオランウータン保護努力に関するメッセージ 

 

オランウータンを救い、地球を救おう 

 

親愛なる皆様、 

 

気候変動に関する議論において、森林伐採・森林破壊の影響や地球気候維持における森林

管理の役割について多く語られています。その中で、気候変動がもたらす生物多様性への

影響を見るとオランウータン保護の重要性に関する議論が目立っています。オランウータ

ンは残念ながら、絶滅間近である種のひとつです。スマトラのオランウータン（学術名：

Pongo Abelii）の数は過去７５年で８０％も減少し、現在、約５，７００頭となっており、

すでに絶滅危機リストに入っています。 

 

カリマンタン（ボルネオ）に住むオランウータン（学術名：Pongo pymaeus）の生息地は

森林伐採と森林破壊により大幅に減少し、さらには、森林分断化により多くのオランウー

タンが孤立しています。ボルネオのオランウータンは現在、約５０，０００頭が生息して

おり、絶滅危機種を示す国際自然保護連合（IUCN）の「レッド・リスト」に登録されてい

ます。 

 

ボルネオ・オランウータン・サバイバル財団、またはＢＯＳ財団は、オランウータン生息

地の保全が進まなければ、オランウータン存続の未来はなく、その絶滅により地球生物多

様性が破壊され、究極的には人類の絶滅が近づいてしまうという問題を理解しています。

そのため、私はＢＯＳ財団の集中的な野生返還(reintroduction)や生息地回復といったオラ

ンウータン保護のためのプログラムを高く称賛しています。 

 

カリマンタン森林の生物多様性は、オランウータンの健康と密接な関係があります。健康

なオランウータンがいることは、そこが豊かで肥えた生息地であることを指し、健全な生

態系が存在していることを表しています。今まで以上に、オランウータンは私たちの助け

を必要としています。急激な開発、自然災害そして人類の怠慢がオランウータンを絶滅寸

前へと追いやっています。持続可能な生態系を維持するために、オランウータンを救うこ

とが必要不可欠なのです。 

 

オランウータンを救い、森林を救い、地球を救う。こうした困難な課題を解決するには協

力的努力が必要です。そうした意味で、ＢＯＳ－Ｊａｐａｎによるボルネオ・オランウー

タンを救うためのリハビリ・センター、環境フィールドワーク、啓発活動、チャリティー・

イベントといった継続的な取り組みは特筆に値します。インドネシアの政府と国民はＢＯ



Ｓ－Ｊａｐａｎの努力と配慮を褒め称え、支持しています。ＢＯＳ－Ｊａｐａｎがこれか

らもこうした努力を継続的に続けてくださることを願い、確信いたします。 

 

環境保護と持続可能な開発。これらは、私たち地球にとって必須であり、相互連結された

課題です。オランウータンは森林生態系の錨であり、私たちを未来へとつなげてくれるリ

ンクです。多国間や二国間協議において様々な約束がなされていますが、今こそ、こうし

たグローバル・パートナーシップを行動へと移すべき時です。この課題の解決には時間が

かかり、多大なる忍耐が求められます。しかし、互いに協力し合えば、ボルネオ・オラン

ウータンの復活とその森林の再生を祝うことのできる日が必ず来るでしょう。 

 

ありがとうございました。 

 

２０１０年９月１７日 

東京 

 

ムハマド・ルフティ大使 
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